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～茨城県景気ウォッチャー調査結果（平成２３年１２月調査）～

茨城県統計課では，本県の景気に関する生の情報を得るために，県民から景気の状況を３か月ごとに

アンケートで情報収集する，県独自の景気ウォッチャー調査を行っています。

今回は，この調査について，直近（平成23年12月）の調査結果の概要をご紹介したいと思います。

１ 調査の特徴

景気関連の統計には，景気ウォッチャー調査のほかに，鉱工業指数，景気動向指数，県民経済計

算四期報などがありますが，景気ウォッチャー調査の主な特徴は次のとおりです。

・県内で働いている人々の生の声を聞いており，実感に近い景気を把握できます。

・さまざまな業種の方々にウォッチャーをお願いしていることから，企業サイドのみならず消費サ

イドの動向も把握できます。

・県内５地域に分けて調査・分析をするので，地域ごとの景気動向が把握できます。

・調査の翌月には結果を公表しており，リアルタイムの景気を把握できます。

２ 調査の概要

敢調査客対数…県内５地域（県北，県央，鹿行，県南，県西）ごとに60名，計300名。

柑調 査 内 容…景気の現状及び先行きの判断（「良」「やや良」「変わらない」「やや悪」「悪」の5つか

ら選択）とその判断理由（コメント）について回答をもらい，回答割合で指数(DI）化

して集計。

桓調 査 時 期…四半期（6，9，12，3月）ごとに実施し，翌月公表。

棺調 査 期 間…平成23年12月1日～12月31日

款回 答 率…91.0％（300名中273名より回答）

３ 調査結果の概要

敢県全体の現状判断ＤＩは45.3となり平成23年９月の調査（以下，「前回調査」という。）と比べ3.6ポ

イント低下しました。県内５地域別にみると，全ての地域で現状判断ＤＩ値が低下した。特に，前

回調査で現状判断ＤＩ値が50を超えていた県北・県南地域が低下したことで，全ての地域で横ばい

を表す50を下回りました。

柑また，先行き判断ＤＩも46.1と前回調査に比べ2.6ポイント低下し，現状判断ＤＩ，先行き判断ＤＩ

ともに，前回調査より低下しました。

桓現状判断ＤＩは横ばいを表す50を下回っていることから，引き続き，景気は下降局面にあると判断

されます。

（注）「変化傾向」の説明：

DI値50超 治

DI値50 治

DI値50未満滋

景気先行き判断DI景気現状判断DI
区分

変化傾向

（DI値50を基準）

（ ）は前回調査

との比較

変化傾向

（DI値50を基準）

（ ）は前回調査

との比較

※ＤＩ（DiffusionIndex）
景気動向を判断するために使用

される指標の1つであり，景気の

方向性（景気が上向きか下向き

か）をみるもので，50が横ばいを

表しています。

茨城県景気ウォッチャー調査で
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４ 県全体の動向
敢 現状判断ＤＩ

※平成23年３月調査は，震災前，震災後それぞれに回答が寄せられ，その内容に著しく差があったため，ＤＩ

値の公表は取り止め，コメントのみホームページで公表しました。

景気の現状判断ＤＩは，前回調査比3.6ポイント低下し45.3となり，横ばいを表す50を17期連続で下回
りました。
「家計動向関連ＤＩ」は，前回調査比3.3ポイント低下し，17期連続で50を下回りました。「企業動向関
連ＤＩ」は，前回調査比3.9ポイント低下し，2期ぶりに50を下回りました。また，「雇用関連ＤＩ」は，
前回調査比3.3ポイント低下しましたが，2期連続で50を上回りました。（いずれも震災の影響で公表を取
り止めた平成23年３月を除く。）

平成２3年
12月

平成２３年
９月

平成２３年
６月

平成２２年
１２月

平成２２年
９月

調査年月日
分野

４５．３４８．９３５．１４６．３４３．６合計

４２．７４６．０３５．７４５．４４３．１家計動向関連

３９．１４２．９３８．２４９．０４９．０小 売 関 連

５５．０４２．１４８．４４０．３４０．０飲 食 関 連

４３．７５０．３３１．５４２．６３６．９サ ー ビ ス 関 連

４０．６４４．４３０．６５０．０５８．３住 宅 関 連

４７．４５１．３３４．１４６．１４１．９企業動向関連

４３．８４０．６１５．６５３．６４２．９農 林 水 産 業

４４．８５０．６３５．７４２．８４０．６製 造 業

５１．４５４．７３６．７４９．２４３．５非 製 造 業

５９．２６２．５３３．７５４．０５３．１雇用関連

≪景気ウォッチャーの主なコメント≫

・（商店街代表者）東日本大震災以来，消費マインドが低下し，物品の購入意欲が減退している
事と併せて，地震被害の費用負担が多く出ている。
・（ドライブイン）原子力災害の影響か，茨城県北部の紅葉を目的にしたお客様の動向が鈍い。
・（サービス業）欧州金融不安，米国の景気低迷及び，タイの水害の3つの影響で,先行き不透明感
が大きい。
・（製造業（化学工業））震災による影響から徐々に回復しつつあった需要が，欧州危機等の影響
により，ここに来て大きく減少している。稼動は最低限維持しているものの,市況も下がってお
り,利益確保が難しい。

・（公共職業安定所）ハローワークにおける求人数は，新規・有効とも3か月前と比較して増加し
ており，新規・有効求人倍率も上昇。又，東日本大震災に伴う雇用調整（休業）の計画受理件
数も，3か月前と比較して2割弱減少した。
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柑 先行き判断ＤＩ

３か月先の景気の先行き判断ＤＩは，前回調査比2.6ポイント低下し46.1となり，横ばいを表す50を16
期連続で下回りました。
「家計動向関連ＤＩ」は，前回調査比1.2ポイント低下し，16期連続で50を下回りました。「企業動
向関連ＤＩ」は，前回調査比4.2ポイント低下し，2期ぶりに50を下回りました。また，「雇用関連Ｄ
Ｉ」は，前回調査比7.6ポイント低下し，3期ぶりに50を下回りました。（いずれも震災の影響で公表を
取り止めた平成23年3月を除く。）

（注）本調査の結果報告書（全文）は「いばらき情報ネットワーク」に掲載されておりますので，ご参
照ください（ＰＤＦ形式）。
ＵＲＬ：http://www.pref.ibaraki.jp/tokei/betu/bukka/watch/2312/gaiyou.html

≪景気ウォッチャーの主なコメント≫

・（百貨店，総合スーパー）購入に慎重さを感じるようになってきており，今後そのようなお客
様が増えてくるのではないかと考えている。
・（コンビニエンスストア）円高や消費税増税の話など，消費者にとってプラスになる話題がな
い。更に，物を買う意欲は低下すると思う。
・（家電販売店）アナログ停波特需も終わり，お客様の必要最低限の家電買いが多い。故障して
からの買い換えが多くなっている。

・（金融業）3か月先は，災害復旧工事もほぼ完了し，現在の景気をけん引している建設業界にも
落ち着き感が出てくるものと思われる。
・（公共職業安定所）長引く円高の影響が，今後，中小企業まで広がるおそれあり。また，求人
増加の反面，一部の業種で雇用調整が進む可能性もある。

平成２３年
12月

平成２３年
９月

平成２３年
６月

平成２２年
１２月

平成２２年
９月

調査年月日
分野

４６．１４８．７４１．５４３．７４１．２合計

４５．０４６．２３９．６４２．４４２．７家計動向関連

４５．３４４．３３８．６４３．８３９．４小 売 関 連

４８．３４４．７５１．６４１．７４７．５飲 食 関 連

４４．６４９．３３７．３４０．４４３．１サ ー ビ ス 関 連

４０．６３８．９４４．４５０．０５５．６住 宅 関 連

４７．７５１．９４３．０４５．２３７．８企業動向関連

５０．０５３．１３１．３５０．０４６．４農 林 水 産 業

４５．９５３．１４３．５４３．９３３．３製 造 業

４９．３５０．０４５．３４６．０４２．７非 製 造 業

４８．７５６．３５１．１４８．０４１．７雇用関連
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